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耕種部門と畜産部門とが有機的に結合した高度に集

約な農業である混合農業 (mixed-husbandry)が,19

世紀中葉-イ･ファーミング (highfarming)期に

おいて,高度に展開するのであるが,そのためには多

くの社会経済的 ･技術的条件の整備 ･充実が必要であ

る.このばあい,混合農業の一翼を占める畜産部門に

限ってみると,その展開のためには耕種部門における

条播農法 (drill-husban血y)を基軸とした技術的展

開 (厩肥および人造肥料による多肥化,および暗渠排

水や客土等による土地改良の進展)による飼料作物の

増産と同時に,①優良品種の家畜の導入,②家畜飼養

方法の改善 ･発達,および③ヴィクトリア朝期の経済

繁栄のもとでの畜産物に対する需要の高まり,したが

って,畜産物価格の上昇一加えて,鉄道網の拡充等交

通運輸条件の改善も重要である-が重要な要件である

(佐藤,1981,1982).これらの条件について,以下

簡単にふれておきたい.

農業革命期ノーフォーク農業における畜産部門にお

いては,飼養される家畜品種は在来種が多く,しかも

飼養方法も舎餌に完全に移行したものではなかった.

これに対して,-イ･ファーミング期においては,普

ず第 1点として,牛では ショートホーン種 (Short-

horn)(肉･乳兼用),デヴォン種 (Devon),へレフ

ォード種 (Hereford)等, 締羊では改良レスクー種

(ImprovedLeicester)や サウスダウン種 (South-

down)等飼料効率が高く,肥育速度の早い,いわゆ

る優良品種の家畜が導入ないし一般的に飼養され,そ

れらは,第2点として,飼料カブや牧草に加えて,油

粕 (oil-cake)や亜麻仁殻柏 (linseed-cake)等購入飼

料を利用し,飼料調製設備 (飼料カブ断裁機や亜麻仁

殻粉砕機等)や尿溜 (liquid-manure･tank)が付設さ

れた畜舎で周到に飼養管理されている.そして,第3

点として,Caird(1967,pp.27-28) によると,"30

年前 (1850年前後を指す-･-･筆者注),この国の人口

の約3分の1は過1回以上畜産物を消費していただけ

であるが,現在では ほとんどすべての人が 1日に1

回,肉･チーズあるいはバターを食べている.これは

1人当たりの平均消費量を2倍以上にした.そして人

口の増加を考慮すると,この国での畜産物の総消費量

はおそらく3倍になった".このような畜産物 に対す

る需要の結果として,1770年,1850年,1880年にお

けるバターの価格は1ポンド当たりそれぞれ6ペン

ス, 1シリング, 1シリング8ペンス,肉はそれぞれ

3‡ ペンス,5ペンス,9ペンスとなり, それぞれ上

昇傾向を示している (Caird,1967,付表).このよう

に19世紀中葉-イ･ファーミング期に,畜産部門に

おいてこれら三つの側面の改善 ･発達が行なわれたの

である.

ところで,上述のとおり,ハイ･ファーミング期に

おいては優良品種の家畜が導入され,あるいは一般的

に飼養されているのであるが,これら優良品種の家畜

がどのような要因によって育成されたかは,優良品種

の家畜の飼養が混合農業の展開のための重要な要因で

あり,また,後述するように,優良品種の家畜の存在

が 19世紀末農業大不況期において農業者に活路を与

えたことを考えるとき,重要な課題である. ここで,
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"優良"の意味についてふれる.優良とは一般に一定

の労働･資本の投下に対して,産肉 (毛)性あるいは

泌乳量が高いものとみられるが,それは絶対的ではな

く,優良であるかどうかは家畜が飼養される "経常構

追"によると考えられる.たとえば,ロングホーン種

(Longhorn)がショートホーン種にとってかわられる

のであるが,その理由は,岩片 (1951,20-21頁)に

よると,"ロングホーンは放牧に適し,外界の寒さに

よく耐えるけれども,生長が遅く,産乳能力も高くな

い.エンクロージアに伴う飼料作物の導入によって冬

の舎飼が可能になり,同時に,畜産物の需要が旺盛に

なるにつれて, これらの飼料を速かに且つ能率的に'

畜産物に転化する品種が必要となったけれども,冬の

寒さによく耐え,或は敏速に飼料を探し求めるが如き

形貿は,必ずしも必要ではなくなった"ことである.

すなわち,放牧を主体とする経営構造のもとでは,ロ

ングホーン種はそれに適合した優良品種であったが,

合飼が主体となり,しかも,肉需要の増大のもとで産

肉性が問題となる条件下ではそうではなくなり,産肉

性のすぐれたショートホーンに席を譲らざるをえなか

ったのである.

上記の課題に対して,本論では家畜改良の1事例と

して海峡諸島 (ChannelIslands)の一つであるジャ

ージー島で育成されたジャージー種 (Jersey)の改良

の要因ならびに方法を検討し,加えて,ジャージー種

を含めて優良品種の家畜が混合農業の展開において演

じた役割を検討する.

ジャージー種は周知のとおり乳用種として著名であ

るが,イギリスで乳用種が重要視されるのは19世紀

末農業大不況以後のことであり,世紀中葉の混合農業

展開期ではない.混合農業の展開にとって直接関係す

るのは乳用種よりもむしろ肉用種であるが, ここで,

乳用種であるジャージー種をあえて検討の対象にする

理由はつぎのとおりである.すなわち,第 1には,ジ

ャージー種の改良過程はその他のたとえばショートホ

ーン種,デグォン種,エアシア種 (Ayrshire)の改良

過程とは異なり-たとえば,ショートホーン種につい

ては Dixon(1865),デヴォン種 については Davy

(1869),ヘレフォード種についてはDixon(1868)杏

参府-,地理的にも,法律的にも隔離された島内で純

種を保持しつつ行なわれるという特殊性を有するが,

後述するとおりベークウェルの育種法,いわゆる近親

交配 (inbreeding)法を基本的に踏襲しつつ島ぐるみ

で行なったとみられ,その意味では一般的な育種方法

にしたがって育種されたと考えられるからである.そ
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して第2には,19世紀末農業大不況期にイギリス農業

はその克服のために混合農業から家畜農業へ転化する

のであるが,その転化が行なわれえたのはすでにハイ･

ファーミング期において優良品種の家畜,とくに乳用

種が育成されていたことによることを示したかったか

らである.

家畜の品種改良にあたっては,育種技術の発達が重

要であることはいうまでもない.そこで,当時の育種

技術の発達水準について若干ふれておこう.当時に

おいてはいまだメンデルの "遺伝の法則"は再発見さ

れておらず,生物学的･遺伝学的知識にもとづいて育

種が行なわれたのではない.メンデルの遺伝の法則は

1865年に発見されたのであるが,長く認められず,彼

の死後 16年目の1900年にド･フリース,コレンスお

よびチェルマックによって再発見されたのである (下

中,1969).にもかかわらず,経験的技術として18世

紀中頃にベークウェルの育種法が確立され, それは

今̀日の育種学を築いた基礎"になったといわれる(西

田,1975,325頁).この育種法は19世紀に広く普及

したショートホーン種の育種者として著名なコリング

兄弟にうけつがれたことは周知の事実である.すなわ

ち,Symon(1959,p.325)によると,■ベークウェル

の2人の賛美者,ダーリントン近くの出身者であるコ

))ング兄弟はベークウェルがロングホーン種に対して

行なったことを彼らの在来種であるティースウォータ

一種 (Teeswater)に対して行なおうと決心した.彼

らは有名な雄牛ハ-バック号 (Harback)を獲得し,

それを素材に近親交配することによって改良雄牛コベ

ット号 (Cobbet)を育成した. ティースウオーター

鍾,あるいはそれが名付けられるように,ショートホ

ーン種の名声は広まった''.

ベークウェルの育種法の骨子は西田 (1975,325貢)

によると,①広く国の内外から,評判のよい家畜個体

を買い集め,㊤それを自分の手持の繁殖群に加え,㊨

生産した種畜を売却する際,売却後の成長,繋殖成績

などに注意を払い,良い成績をしめしたものは,時と

して買い戻して,自己の繁殖群に入れる,④牛や豚の

産肉性については,体型,外貌をするどい観察,鑑定

眼をもって判定をしたばかりでなく,⑨解剖学的に筋

肉模本をとっておいて比較検討し,⑥豚では飼料の利

用効率もある程度観察,測定 した.⑦改良目標を定

め,その日榛に近い形質,能力をもつ個体を選抜して

交配し,⑧当時忌避され,失敗の危険を恐れられてい

た強度の近親交配を,その子供同士や子と親の間で行

ない,⑨こうした近親交配と選抜をくりかえして,目
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的とする形質,能力の固定をはかった.

なお,本論の一部はすでに佐藤 (1982)の(2)"優良

家畜品種の導入と家畜飼養方法の改善 ･発達"におけ

る補説として公表している.

1. ジャージ-島の自然経済条件

ジャージー種の品種改良の検討にさきだち,その育

成地であるジャージー島における自然的 ･経済的条件

をみておくことが重要である.ジャージー種の品種改

良と,品種改良が行なわれる地域の条件とが密接に関

係していると考えられるからである.

ジャージー島は海峡諸島-これはジャージー島,ガ

ーンジー (Guernsey)良,アルダーニ (Alderney)良

およびサーク (Sark)島からなる一中最大の島であ

り,イングランド南端30マイル,フランス沿岸13マ

イル沖に位置する.この島は長さ 16km,幅 10km,

面積 28,717ェ-カーの小島で,北から南へ傾斜し,

最高標高 150m しかなく,海流の影響で気候は著し

く温和であり,冬のあいだ霜をみずにすごすこともま

れではないほどである. ちなみに,平均気温は1月

4.5oC,8月 17.2oCであり,平均降雨量は1,120mm

である (佐々木監修,1966,865貢).

ジャージー島における1戸 当たりの農業経営面積

は,50-60ェ-カーの農場もあるけれども,一般的に

は15-20ェ-カーであり,主として家族労働 (男子

2名,女子2名の計4名)によって耕作されている.

一般に慣用される作付方式は,(飼料カブ･飼料用ビー

ト･パースニップ)-バレイショ (しばしば,ニンジ

ンあるいはパースニップ)-小麦- (クローバー･ラ

イグラス)- (クローバ-･ライグラス)の5圃式で

ある. この島の平均的な経営面積である20ェ-カー

における作物作付面積と飼養家畜頭数は,乾草と放

牧地 10ェ-カー,飼料カブ2ェーカー,飼料用 ビー

ト(mangold;mangel-wurzel) 1ェ-カー,パース

ニップ (parsnip)1ェ-カー,ニンジン‡エーカー･

バレイショ2ェ-カー,′傾 3寺 エーカー,馬2頭,
未経産牛 (heifer)6頭,豚8頭,雌牛6頭,である

(LeCornu,1859,pp.53-56). これらの数字からジ

ャ-ジー島では穀物割合がきわめて低く(20ェーカー

中わずか3ェーカ-強),飼料作物割合が高く, した

がって,経営面積に比べて家畜,とくに雌牛の頭数が

多いことが注目される. このような家畜の多頭飼養

(多頭飼養といっても絶対的な意味ではなく,経営面

積の割には多いという意味である)は,上述の作物栽

培に適した自然条件や飼料作物割合の高さからある程
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度理解できるけれども, わずか15ェ-カー弱 (20ェ

-カーから輸出用のバレイショと小麦との作付面積を

控除した残り)から22頭の家畜が飼養されているこ

とは興味深い事実である.そこで,これら飼料作物の

栽培方法をみてみることが必要となる.その例として

パースニップをとりあげる.パースニップとは,#撒

形料に属し,ニンジンに類似している. 1年目の発育

もニンジンに類するが,全体の葉は粗剛にみえ,少し

も羽毛状を呈しない.2年目の花を着生する茎は中空

で深い溝を有し,高さは2-3尺である.これに轍形

の黄色の花をつける"(江原,1955,495頁).

まず,ジャージー島農業者はパースニップの栽培予

定地に採集したばかりの海草 (seaweed)を十分 に

施用する.その後,土地を2-3インチの深さに撃耕

し, 2月末まで,ときにはより遅くまでそのままにし

ておく.この間に,飼料カブ収穫後に生じた種々の雑

草の根を大気にさらし,枯死させると同時に,海草と

いっしょに腐植させる.そして十分に-ローをかけ,

そこへ厩肥を搬入する.厩肥の施用量はエーカー当た

り20-30トンである (LeCornu,1859,p.41).

パースニップに対する海峡諸島の "奇妙とも思える

方法ガ(LeCornu,1859,p.41)で行なわれる耕作法

に目を向けると,農業者はまず土地全体にわたり幅2

-3フィート,深さ15インチの溝を掘る.その後,2

頭馬曳きの普通翠 (common-plough)で厚さ4イン

チの芝土 (turf;sod) といっしょに肥料をさきの清

に型き落とす.この型のすぐあとに,6-8頭馬曳き

の大型型をもちい,さきの小型翠が反転した土壌のう

えにすくなくとも1フィートの心土 (subsoil)を積み

上げるくらいの深さに型耕する.その後,-ローをか

け,エーカー当たり3-4ポンドの割合で種子を撒播

する. その後再び, 軽く-ローをかけて, 中耕時期

が来るまでそのままの状態で放置する.幼植物が 1イ

ンチぐらいの高さに成長したとき,入力中耕 (hand-

hoeing)を行なう.第 1回の中新によって,幼植物

を5-7インチ間隔に残し,第2回目に1フィート間

隔に残した (LeCornu,1859,p.41).

彼らはその他の飼料作物に対しても,パースニップ

と同様な土地準備と施肥を行なう (ただし,バレイシ

ョには味が悪くなるという理由で海草を施用しない).

このように,ジャージー島農業者は飼料作物の栽培に

おいて深耕 ･中桝と同時に多量の厩肥 ･海草の施用を

行ない,土地をつねに清浄 ･肥沃な状態に保つ努力を

行なっている.したがって,それらのエーカー当たり

収量は飼料カブ26トン,飼料用ビート40-50トン,
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ニンジン30トンと著しく高い,小麦収量も著しく高

くェ-カー当たり45ブッシェルで ある. このような

飼料作物の入念な栽培管理,その結果としての高収量

が経営面境に比べて家畜飼養頭数が多い最大の要因で

あろう.

最後に, ジャージー島で "農業 の大黒柱 (the

mainstayoragriculture)"(LeCornu,1859,p.

48)といわれる有角牛 (hornedcattle)の飼養管理

についてみておこう.ジャージー島農業者は,雌牛か

らできるだけ多くの利益を得るために,その間に成長

が早いという理由で年はじめの3カ月間に子を産ませ

ようと努力する.彼らは冬期牛をつねに夜間,舎飼し,

牛に4分の3ブッシェルの根菜と少量の乾草を与 え

る. その後,一束のワラを与え, そのままにしてお

く.翌朝,6時前後に牛を起こし,搾乳し,同量の根

菜と乾草を与える.そして,9時に,天気が良好であ

れば,障壁物のある耕地あるいは樹園地に牛を放牧す

る.その間に,畜舎を掃除し,必要ならば,床の整備

をも行なう.

ジャージー島農業者は出産まえ1カ月ないし6週間

雌牛の乾乳を行なう.出産時にふすまを湯でとかした

ものを雌牛に与え,その後2週間つづけて与える.た

だし, この飼料は出産前後にのみ雌牛に与えられる

(LeCouteur,1844,p.49).肉屋に販売される予定

の雄子牛には1カ月ないし6週間母牛の乳を与え,そ

の後販売する.優良な子牛は50シリングで販売され,

なかには50シリング以上で販売される子牛もいるが,

大部分はそれ以下で販売されている.もし子牛が雌で

あれば,つねに育成し,2歳になるまで島で飼養す

る.2歳になったとき,それを飼養する必要がないと

きには,つまり,優良資質をもたないと認められたと

きには,それらを輸出する.

彼らは雌牛を出産後2週間ぐらいして,もし天候が

良好であれば,日中,草地で放牧する.そのばあい,午

のつなぎ放牧 (methodorthethering)が海峡諸島

全体における慣行である.つなぎ放牧とはつぎのとお

りである.すなわち,彼らは雌牛を5-6フィートの

長さのはづな (halter:牛馬のおもがいにつないで引

く綱)で地面につなぐ.はずなの一端をリングとさる

かん(swivel)で角をとりまく鎖に結びつけ,リングと

パーで締める.そして,はづなの他端をI)ングとさる

かんで, 1フィートの長さの丈夫な鉄杭に結びつけら

れた6-8フィートの長さの鎖にしぼりつける.この

鉄杭は木づちで地面に打ちこまれている.彼らはこの

ようにして雌牛に12フィートないしそれ以上の円周

内の草 を食べさせるので ある (LeCouteur,1844,

p.49).

ジャージー島農業者は牛を一般に3時間毎に,とき

にはより頻繁に移動させる.朝畜舎を出るときと,昼

に一夏には夕方にも一飲み水を牛に与える.5月頃に

牛を夜間,戸外に放牧しはじめ,舎餌が始まる10月末

までそのまま放牧する.彼らは夏期しばしば日に3回

搾乳する.天候がかなり温暖になると牛がはえに苦し

められないようにするために,数時間畜舎へつれてい

く.このような注意深い牛の管玉勤ま妻の仕事である.

以上述べたように,ジャージー種は島農業の大黒柱

として,家畜･作物双方の生産に好都合な自然条件の

もとで,飼料作物割合の高い作付と,飼料作物に対す

る入念な栽培管理の結果としての十分な飼料と,家族

労働,とりわけ妻による注意深い飼養管理のもとで育

成されたものと考えられる.

2. ジャージー種の改良

ジャージー種は早くも1835年 にイギリスに輸入さ

れ,40年代には多頭数飼養されており,"乳脂肪に富

む乳質とバターの深黄色"(Baileyed.,1922,p.364)

-バターが深黄色であるのは乳脂肪中に多量のカロチ

ンが含まれているためであり,また,脂肪球 (rat

globule)が大きく, クリームの浮上が早いためパタ

ー製造にあたってチャ-ニング (churning)の時間が

短縮されるという特性をももつ (佐々木監修, 1966,

866貢)-のために,他の乳用品種以上に評価されて

いた.

第 1表は "LondonDairyShow'に出品された乳

牛の品種別バター生産量と,1ポンドのバターを製造

するために必要な乳量を意味するパター率を示すが,

これによって,品種毎のバター率をみると,ショート

ホーン種28.81ポンド,ジャージー種 19.15ポンド,

ガ-ンジー種 21.86ポンド, レッドポール種 (Red

Poll)30.29ポンドであり, ジャージー種の乳質が他

品種以上に乳脂肪に富んでいることが明らかである･

ジャージー種の特徴として乳質の優秀性のはかに,①

早熟 (earlymaturity)であり, 生後 365日以前に

子を産むことができる,④自然条件に適応する能力が

大きく,たとえば,アメリカの寒い北部でも,暑い南

部でも,また,テキサスの低平原でも,ロッキー山脈の

高緯度地帯においてもその環境に適応することができ

る,㊥多産であり,バイタリティーに富み,通常年 1

頭出産し,12歳頃になっても同様に子を産むことがで

きる,そして④従順 (docility)であり,あっかいが



19世紀イギリスにおける混合農業の展開と家畜改良 69

第 1表. 乳牛品種別バター生産漣 とバター率
(UniversityofCambridgeed.,1911,p.739より).

乳 牛頭 数 泌 乳 期 間1) 1頭1日当たりバター生産量 バ タ ー率2)

種
種
種
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=
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ホ
ジ
ジ

ー

ト
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ボ
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ド

ヨ
ヤ
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ツ
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106頭
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0ノ
2
0

5
07
7

∠U

1ポンド 11 オンス
1 10i
1 9喜
1 4号

28.81ポンド
19.15
21.86
30.29

1) 泌乳期間とは乳牛が泌乳をはじめてから幾日経過しているかを意味する.
2) バター率 (butterratio)とは1ポンドのバターを生産するためには必要な乳量を意味する.

簡単である,ただし,雄は凶暴であり,あっかいに注

意を要する.これらの特性のためにジャージー種は世

界各国で飼養され,とくにイギリス,カナダ,オース

トラリア,ニュージーランドおよびアメリカ合衆国で

多く飼養されている (Plumb,1920,pp.330-331).

また,わが国にも輸入されており,総飼養頭数は1960

年代半ばにおいて約3万頭であった.当時のおもな飼

養県は北海道,青森,岩手,秋田,群馬,長野,山

梨,静岡,岡山,佐乱 熊本,宮崎等であった (農政

調査委員全編,1966,444頁).

ジャージー種はイギリスではしばしばアルダーニ種

(Alderny)と呼ばれてきたが,それらは品種としては

別である.ジャージー種の原種は フ̀ランスのノルマ

ンディー (Normandy),ブリクエー (Britany)の牛

の子孫"(梅津ら,1957,5頁)といわれ,それらのあ

いだにはいくつかの類似点がある.ジャージー種の体

色の淡黄褐色 あるいは白色はノルマンディー系に属

し,黒色はブI)タニー系に属するので,これら両系統

の混血種がジャージー種の原型といわれる. しかし,

■それらの乳およびクリームの質の差異はおどろくほ

どであり,ジャージー雌牛はそれらに比べて約2倍量

のバターを生産する"(LeCouteur,1844,p･43)の

で,原種ノルマンディーやプリタニーとは大きく異な

り,ジャージー島内において品種改良が行なわれたこ

とは明らかである.

王立農業協会誌 (JotmaloftheRoyalAgri･

culturalSocietyorEngland)に掲載 されている

LeCouteur(1844,p.46)の論文に改良ジャージー

種 とともにいわゆるオールド･ジャージ一種 (01d-

Jersey)といわれる牛 (1800-1830年頃に現存してい

た)のスケッチがある-改良ジャージー種のスケッチ

は LeCouteurによって改良された4歳の雌牛 ビュー

ティー (Beauty)号である.彼女は5月に日量19ク

ォーターの牛乳を,週 日ポンド13オンスのバターを

生産した-.このスケッチによって,改良以前のジャ

-ジー種の形態上の特徴をみると,ほおが大きい,首

がくぼんで細い,後脳が浅い,ももがうすくて平らで

ある,わき腹が平べったい,肋骨がはった胴ではない

(notribbedhome),そして後足が曲がっている等で

ある.当時のジャージー島農業者はこれらの牛が良質

の乳を生産するので, この"ぶかつこうな動物 (ugly

ill-formedanimal)"(LeCouteur,1844,p.45)香

飼養することで満足していた.

ジャージー種の本格的な改良は1833年の王立ジャ

ージー農業･園芸協会 (RoyalJerseyAgricultural

andHor[iculturalSociety)の設立以来 はじめら

れ,形態およびその他の資質において著しく改良され

た.協会設立当時の副総督 (LieutenantGovernor),

MajorG(:neralThorntonの指導により,数人の郷

紳は胴と前娼(fore-quarter)とが完全である1頭と,

後姫 (hiI】d-quarter)が完全である1頭の,計2頭の

最良の資質をもった美しい雌牛をモデルとして選び,

これらを基礎にして審査規準 (scaleorpoints)香

作製した.雌牛および未経産牛と雄牛それぞれの審査

規準を示したのが第2表である.この規準は王立ジャ

ージー農業･園芸協会の主催するすべての家畜品評会

の審査基準とされた くLeCouteur,1844,p･44).い

いかえるこ,この審査規準の作製によって,ジャージ

ー種の改良方向が明確にされたのである.

第2表に示したように,1844年当時における雌牛

に対する満点は30点であり,乳房や乳静脈が十分 に

発達していない未縫直牛のそれは28点である.雄牛

のばあいの満点は28点である.雌牛および未経産牛

は21点未満のばあい,雄牛 は20点未満のばあい,

いかなる貨も与えられない,あるいは評価されない

(LeCout｡uer,1844,pp.44-45).なんらかの賞を得

た,あるいは評価された牛が Pedigree(優良種) と

いわれ,これが品種改良の母体となるのである.

ジャージー種の改良方向は1865年まで,｢乳質,メ

ター生産豊および体型の美しきであったが,それ以
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第 2表. ジャージ一種審査規準 (LeCouteur,1844,pp.44-45より作製).

雌 牛 お よ び 未 経 産 牛 点数

Ⅰ.両親がともに脂肪分に富み,かつ黄色のバ
ターを生産して評価される優良種(pedigree)
であること

Ⅱ.頭は小さく,こぎれいで,先細であり,目は
大きく生き生きしている.鼻口部 (muzzle)
はこぎれいで,白色である.角はつやがあり,
すこしつぶれており,先端は黒い.耳は小さ
く,内側はオレンジ色であること･･- ･-8

m背は両肩甲骨問の隆起 (wither)から尻尾
のつけ根にかけてまっすぐであり,胸は深く,
ほとんど腹と一直線であること-･ --4

Ⅳ.皮はうすくゆれうごくほどであるが,ゆる
すぎることはなく,いい色でやわらかで,こ
まかな毛でよくおおわれていること-･ ･･･2

V.胴ははっており深く,よく肋骨がはってお
り,肋骨と尻とのあいだのすきまはほんのわ
ずかである.尻尾はきれいで,くるぶし関節
下2インチにまでたれていること--

Ⅵ.前肢はまっすぐでこぎれいで大腿は太くて
長く,うしろからみるとくっついているよう
である.後足は短く,骨はむしろきれいであ
る.ひずめは小さく,後足は歩くとき交叉し

Ⅶ.乳房 (udder)ははっており, うしろでも
りあがっている.乳首 (teat)は大きく,広
くはなれて乳房の四方にあること.乳静脈
(milkvein)は大きく,ふっくらしているこ

J】 雄 牛 点数

I.両親がともに脂肪分に富み,かつ黄色の乳
を生産して評価される優良種であること- ---4

Ⅱ.頭はこぎれいで,先細であり,ほおは小さ
い.鼻口部は高く,開いている.角はつやが
あり,つぶれているが,基部で厚すぎること
はなく,先細で,先端が黒い.耳は小さく,
内側はオレンジ色で,目は大きく,生き生き
していること

Ⅲ.首はきれいで,肩にかるくのっている.胸
は広く,胴は幅広く,尻までの胴にはよく肋
骨がはっていること-･-

Ⅳ.背は両肩甲骨間の隆起から,尻尾のつけ根
までまっすぐである.尻尾はきれいで,くる
ぶし関節下2インチまでたれていること･-･

Ⅴ.皮はうすくゆれうどき,やわらかであり,
こまかな,いい色の毛でよくおおわれている

Ⅵ.前肢は大きく,力強く,足は短くまっす ぐ
であり,ひざしたでふっ くらしており,こ ぎ
れいであること--･･-- --------- ･

Ⅶ.大腿部から尻のつけ板までの後脳は長く,
よくみたされており,足は歩くさいに交叉し

級,泌乳量にも注意が向けられるようになった.すな

わち,"1865年までジャージー種の乳量にはほとんど

注意が向けられなかったようである.乳質,バター生

産量および体型の美しさがそのときまでに育種家が考

慮した唯一の点であったようである. しかし, その

年,1865年 に, 王立ジャージー農業 ･園芸協会委員

会はジャージー種育種者が雌牛の泌乳資質により大き

な注意を払うべきであり,乳量不足に もつともなり

にくいあらゆる雌牛が排除されるべきではないと説

き,審査員は賞を与えるにあたり,この点をとくに考

慮すべきであると勧告した"(Bailey,1922,p.363).

乳量の改善に関して,ある農場におけるジャージー種

とエアシア種との乳量比較-1872-79年の7年間 の

平均乳量-を みる と, ジャージ一種2,423クォータ

ー,エアシア種2,341クォーターとなっており,ジャ

ージー種のほうが ェアシア種より乳量が多い (Stu-

rtevant,1882,p.481).ここで, ジャージー種と同

様にイギリス農業にとって重要な乳用種であるエアシ

ア種についてふれる.エアシア種はスコットランド原

産であり,̀ 貧̀民の牛 (poorman'scow)"(Symon,

1959,p.329)としばしば呼ばれていたが,18世紀後

半以降改良が加えられてきた.エアシア種が確立され

る過程においては多くの他の品種に負うている.エア

シア種の多量の泌乳量はオランダ牛の血統に依存し,

その乳脂肪に富む乳質,角のこぎれいさ,および乳成

分はチャンネル･アイランド種の血統に依存し,そし

て,粗食に耐え,乳飼率 (rood-milkconversion

rate)が高いことは北方ロングホーン種の血統に依存

している(γrow-Smith,1959,p.116)といわれる.

乳質,バター生産量,体型の美しきに加えて乳量を

重視する審査規準によってジャージー種の改良の方向

性が規定され,それに基づいて品種改良が行なわれる
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のであるが,そのばあい品種改良に貢献した要因とし

てつぎの3点が重要と考えられる.すなわち,①法律

的ならびに慣習的な純種の保持と,純種間の近親交

配,②交配の管理を可能にするつなぎ放牧,③血統登

録の実施,の3点である.以下,この3点について述

べる.

第 1はジャージー島で施行された外国産の雄牛,雌

牛の導入を禁止する法律の存在,したがって,純種の

保持である.すなわち,"島外から島へ牛が入ってく

るのを妨げることによって,品種を純粋に保持するた

めの一歩が初期に踏みだされ,そして,1763年 に法

案が通過し,以来厳格に実施せられ,1789年,1826

年,1864年,1878年の法律によって補強され,屠殺

用以外に島-の牛の導入を禁止している.法案成立以

前でさえ,牛の純粋さはジャージー鳥人が彼ら自身の

品種に固執した頑固さによって維持されたのである.

イングランドからさえ他の品種の牛を導入しようとす

るあらゆる努力はたえず住民によって無益なものにさ

れた''のである (Gay,1916,p.258).このように,

ジャージー種は法律によって,また,島人のジャージ

ー種に対する頑固なまでの執着心によって品種の純粋

さを保持したのである.この点は,たとえば,ショー

トホーン種が バ̀ターに色をつけ,硬くするために"

(Houseman,1919,p.158)ジャージー種と,また,

エアシア種が,前述したように,品種の確立過程でジ

ャージー種等と交配されたような,一般的な育種過程

と異なり,ジャージー種の特殊性であろう.

このような純種間で交配が行なわれるのであるが,

わずか3万エーカー弱の小島であることから優良資質

をもつ牛もそれほど多数いるとも考えられず,また,

数百年にわたる血の純粋さが保持されてきたことから

みて,かなりな近親交配が無意識のうちに行なわれた

と推測できる.ジャージー島において,ベークウェル

が経験的に確立した d近親交配法力を無意識のうちに

実行し, ジャージー種に内在する優良資質を引き出

し,固定したのである.

算2に,交配にさいして注意すべきはジャージー島

における牛の飼養管理法である.すなわち,"ジャー

ジー種の特質は,すぐれた資質を永久化し,加速化する

ための育種の進歩,他品種の島内からの排除,および

島でつねに行なわれるつなぎ放牧によって形成され

た"(Bailey,1922,p.362).つなぎ放牧がジャージ

ー種の品種改良の一要因とみられる.つなぎ放牧と

は,前述したように,牛を地面につないで放牧する,

あるいは牛の行動半径を制限する飼養方式であるが,

これは飼料の効率的利用の側面と同時に,交配の管理

ができるという側面をもつ.後者についてみると,つ

なぎ放牧によって,単なる放牧のばあいの椎交配の危

険はなくなり,また,ジャージー島農業者はさきに述

べたとおり経営面積の割には多数の牛を飼養している

が,飼養頭数それ自体は多くないので,個々の牛を十

分に観察でき,その観察にもとづいてより効果的な交

配が可能となるからである.

さらに,第3に,1866年に血統登録 (Jerseyherd-

book)が行なわれ,これは■たしかに島の牛の改良に

著しい影響を与えた"といわれる.血統登録に記録さ

れる条件はつぎのとおりである.すなわち,①あらゆ

る家畜は有能な審査員によって審査されねばな らな

い,そして,もし相応しいと判断されれば,それは資

格 (quali丘cation),すなわち,賞賛あるいは大賞賛

(commendedorhighlycommended)を獲得する,

②資格を獲得したすべての雄牛は,そのメリットが子

牛へ賞賛を与えるさいに考慮されるので,母牛 (dam)

にともなわれねばならない,③すべての未経産牛は登

録両親からの子であるならば,子を産むまで血統登録

されるが, もしそれが審査時に貧弱な泌乳牛であれ

ば,いかなる賞賛もうけない(Bailey,1922,p.363).

以上述べたように, ジャージー種はその特質 (乳

質,バター生産量,体型の美しさ,乳量)の向上のた

めに審査規準を作製し,それを品種改良の方向とし,

その日的達成のために,①異品種と交配されることな

く,地理的にも,法律的にも隔離された場所で純粋に

保持され,㊤雑交配の危険のない,また,個々の牛を

詳細に観察し,その観察にもとづいて効果的な交配を

可能にしたつなぎ放牧を行ない,そして③厳格に審査

され,それに合格した牛を登記する血統登録が実施さ

れたのである.

ジャージー種改良の諸要因,つまり,改良目的の明

示,純種の保持,牛の詳細な観察,それによる優良資

質の発見,そして優良牛の血統登録,それらの近親交

配,これらをベークウェルの前述の育種法と比較すれ

ば,ジャージー種の育種法はベークウェルの方法と基

本的には同じ方法であり,ベークウェルやコリング兄

弟が彼らの農場で計画的に実施したことを,島全体で

行なったものとみることができる.いいかえると,ジ

ャージー種の改良はショートホーン種やヘレフォード

種等の育種法と基本的にはなんら異なっておらず,一

般的な方法にしたがって行なわれたと考えることがで

きる.
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3.混合農業の展開と家畜改良

の意義

以上,家畜改良の一事例として海峡諸島に属するジ

ャージー島で育成されたジャージー種の改良要因を島

農業との関連において検討したのであるが,ジャージ

ー種をはじめその他の品種においても19世紀中葉 ま

でに品種改良が著しく進展していた.Ernle(1968,

pp･375-376)によると,育種時期の早晩はあるとし

ても,19世紀中葉までに, シ̀ョートホーン種,ヘレ

フォード種,デグォン種が体型の左右相称や質におい

て最高度に遷したのみならず,その他の品種も急速に

完全なものにされつつあった. と くに, アバーディ

ン･アンガス種 (AberdeenAn gus),サシックス種

(Sussex), エアシア種, チャンネル･アイランド種

(ジャージー種とガ-ンジー種-筆者注)について そ

ういえる分.当時において,肉用種のみならず,乳用

種においても品種改良が行なわれ,優良品種が育成さ

れていたのである.これら優良品種の家畜が-イ･フ

ァーミング期に導入ないし一般的に飼養されていたこ

とは前述した.そこで,以下,これら優良品種の家畜

の飼養が混合農業の展開のために果たした役割につい

て検討する.

混合農業とは前述のとおり新種部門と畜産部門とが

有機的に結合した高い生産力を実現できる農業である

が,混合農業は-イ･ファーミング期において穀物 ･

畜産物の有利な価格条件や交通運輸条件の改善と同時

に,耕種 ･畜産部門における技術条件の整備を通じて

高度に展開した.耕種部門においては条播農法の展開

を基軸として多肥化 ･土地改良が進展し,穀物 ･飼料

作物の収量の増加が実現され,他面,畜産部門では生

産効率の高い優良品種の家畜の導入とそれにともなう

家畜飼養管理方法の改善 ･発達によって家畜の質的 ･

量的な発展がみられる.

ところで,優良品種の家畜がその能力を十分に発揮

するためには,その飼養にともない飼養管理方法の改

善 ･発達が重要である."家畜の品種の改良と飼養管

理の改善とは無縁のものではなく,どちらか一方だけ

が他方と無関係に進展することは正常にあることでは

ない"からである (西田,1975,325頁). -イ･フ

ァーミング期においては,前述のとおり優良品種の家

畜が導入されているのであるが,それにともない飼養

管理方法はいかに改善 ･発達したのか検討して みよ

う.この点について佐藤 (1982)に依拠して要約的に

述べると以下のとおりである.すなわち,-イ･フ7

-ミング期においては,畜産物価格の上昇に刺激 さ

れ,生産効率の高い優良品種が導入され,それにとも

ない,①耕種部門の産物である飼料カブやクローバー

等の飼料作物に加えて,油粕や亜麻仁殻柏等の購入飼

料も利用され,飼料内容が良質化されている,この良

質飼料は家畜の体内を通して良質厩肥の源泉にもな

る,④飼料の良質化にともない,良質飼料を効率よく

家畜に与えるために,飼料カブ断裁機や亜麻仁殻粉砕

機等の飼料調製設備が設置される,そして③飼料の浪

費を防ぎ,合理的な家畜管理を可能にするストール

(stall),ボックス (box)等の畜舎が建築される.こ

の畜舎には尿潜が付設されており,それによって畜舎

内が衛生的に保たれるのみならず,糞尿の流亡も防が

れる.良質飼料の利用とあわせて舎飼 ･尿潜の設置に

よって,多量 ･良質の厩肥が生産され,これの耕地-

の還元によって地力の維持 ･増進がはかられる.

このように,ハイ･ファーミング期における優良品

種の家畜の導入は,その能力を十分発揮させるべく飼

養管理方法の改善 ･発達をともない,畜産部門の展開

に貢献し,同時に多量 ･良質厩肥の耕地への還元を通

して新種部門の展開に貢献し,そして耕種 ･畜産両部

門からなる混合農業の展開に貢献したといえよう.

最後に, これら優良品種の家畜の飼養が19世紀末

農業大不況期に農業経営において演じた彼割について

も一言しておきたい.すなわち,19世紀末に,アメリ

カ合衆国における過剰穀物が鉄道,蒸汽船等交通運輸

条件の改善を媒体として大量かつ低廉に自由貿易策を

採用しているイギリスに殺倒し,イギリス国内におけ

る穀物価格を大幅に低下せしめた.畜産物もその例外

ではなく,大量の枝肉輸入 (冷凍船の発達による)に

よって畜産物価格も低下した,しかし,その価格低下

の幅は穀物ほどではなかった.他方,イギリス農業は

-イ･ファーミング期の穀物 ･畜産物双方の有利な価

格条件のもとで高投入一高産出の経営構造を確立し,

また,高地代を実現していた.したがって,アメリカ

合衆国における低コスト･過剰穀物にイギリスの農業

者は対抗できず,苦境に落ち込んだのである.

このような状態の中で,イギリス農業者は穀作面積

を減らし,対して草地面積を増加した.小麦作付面積

は1871年の331万 エーカーをピークに以後 減少し,

1901年には162万エーカーと半減した,対して草地面

積は1871年の988万エーカーから1901年には 1,346

万エーカーへと増加した.草地面積の増加にともない

家畜飼養頭数も増加し,牛の飼養頭数は1871年の367

万頑から1901年 には479万東へ増加した-うち乳牛
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飼養頭数は同期間に146万頭から189万頭へ増加 し

た- (Ernle,1968,付表).すなわち,耕種部門が縮

少し,畜産部門の比重が高まったのである,いいかえ

ると,ハイ･ファーミング期に展開した耕種部門と畜

産部門とが有機的に結合した混合農業が世紀末農業大

不況期に畜産部門を中心とした農業に再編されたので

ある.混合農業の再編すなわち,混合農業から種畜や

酪農を典型とする家畜農業-の転換が可能であったの

は,主として①農業大不況期における小麦価格の低落

-パン価格の低落による畜産物,とりわけ乳製品の需

要の高まり,したがって,畜産物価格の相対的有利性

の存在と,㊨-イ･ファーミング期における混合農業

の展開のなかで実現された畜産部門の展開であると考

えられる.ハイ･ファーミング期における優良品種の

家畜の育成 ･導入とそれにともなう家畜飼養管理方法

の改善 ･発達があったからこそ,イギl)ス農業者は価

格条件の変化に対応することができたのである.とり

わけ乳製品の需要の高まりのなかで酪農が展開するの

であるが,その基礎としてジャージー種やエアシア種

等の乳用の優良品種が-イ･ファーミング期に準備さ

れていたことは注目に値する.
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Summary

ThispaperaimstomakeaclearknowledgeaboutthefactorsimprovingJersey

breedbredinJerseyIsland(itbelongstoChannellslands)asacaseorlivestock-

improvement,andconsiderthesignificanceofsuperiorbreedsoflivestock forthe

developmentormixedhusbandryforHighFarmingperiod.

Tlleresultsorthisstudyareasfollows:

l) As themainstay ofJersey agriculture,Jersey breed wasbredunderthe
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cropping-system having high ratio of fodder crops, enough feeds due to elaborate
cultivation of fodder crops, and careful management in feeding cattle by family-
labourers.

2) Jersey breed was improved by the following factors: (a) the maintenance
of pure blood by means of legal prohibition of importing other breeds of cattle,
(b) to give a clearer direction for improvement by making the scale points, (c) the
thethering method, (d) the excution  of Jersey herd-book, and (e) inbreeding of
pure-blooded cattle. When these factors are compared with Bakewell’s method for
livestock-improvement, it is presumed that Jersey breed was basically improved af-
ter the same method as Bakewell’s.

3) The feeding of these superior breeds of cattle such as Shorthorn, Devon,
Jersey and Ayrshire contributed to the development of livestock-enterprise together
with the development of feeding method of cattle, and also did to the develop-
ment of arable-enterprise through the returns of a large quantity of good dung to
arable lands; and the feeding of the superior breeds of cattle contributed to the
development of mixed husbandry. Furthermore, by the feeding of superior breeds
of cattle, many farmers could find a way out of the Great Depression in agricul-
ture in the late 19th century.


